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注）平成１７年度の出納閉鎖期日は平成１８年５月３１日です。
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老人いこいの家建築設計委託������　地籍事業委託������������������������ � �
児童手当給付事業������　老人デイサービスセンター運営補助������������������������ � �
渡島廃棄物広域連合負担������　し尿処理委託������　ゴミ収集運搬委託������������������������ � �
漁港整備地元負担金������　水産業振興事業補助����������������������� � � � � �
公園施設等管理業務���������������������� � �
駒ヶ岳演習場砂防事業�������　除雪業務�����　折戸川団地解体工事������������������������ � �
南渡島消防事務組合負担������　防災無線放送施設設置事業������������������������� � �
教職員住宅改修工事�����　公民館吹き付け材除去工事�����　奨学金貸付������������������������ � �
職員の給与等��������������������������� �
森林災害復旧事業������　町債元利償還�������������������������� � �
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５，２４７７．６がや１，６４４２５．６すけそ
１８２，９９６３，１７０．５かじか５８，２１８，２０８９１，９３０．２たこ
２，９２３３．２ひらめ８，０４１８．７さけ
２００，２４６１，５４４．９たら５７７，７８７１，２２９．１ます

２，５５９，０７２２３，２５２．９つぶ４，３２２，６７４１１，０６２．３かれい
２，１２９，６８２２，１２９．４えび２２，７３１，１９６７，８６６．０なまこ
８９１，７８５，２３６６，６００，２６６．０ほたて８２，５４５１１５．４あぶらこ
５３６，２１０８，４９５．６そのた魚類８，８２０１３．５黒そい

２，０２４，２８８５８，４２１．０海藻類４６，５８０４８３．６ほっけ
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　子どもとくらし、子どもを養い、守り育てる方です。
ただし条件があります。
一つ目の条件　日本国内に住所があること。国籍は関係

ありません。
二つ目の条件　児童手当がもらえるのは、小学校修了ま

でです。
三つ目の条件　所得額の制限があります。
四つ目の条件　親でなくても子どもとくらし、子どもを

養い、守り育てていれば、児童手当がも
らえる場合があります。

�������	
�
　手当は、請求の日の属する月の翌月から、資格喪失
した日の属する月まで、年３回に分けて支払われます。
　　１２月期………８月～１１月
　　４月期………１２月～３月
　　８月期………４月～７月
�������	
�
　年３回の定時支払いと、資格喪失者や道外転出者な
どについての、定時払い以外と月に支払われる随時払
いがあり、それぞれの月の１１日に支払われます。なお、
１１日が土曜日、日曜日、祝祭日に当たるときは、その
前日で金融機関の営業日の支払となります。

�����
最初の子ども………４１，７２０円
　　　第２子……… ５，０００円加算
　　　第３子……… ３，０００円加算
��������	
��
�������
����
　受給資格者及び扶養義務者の収入から給与所得控除
等を控除し、養育費の８割相当を加算した所得額が国
で定める一定以下の所得の場合に、全額支給、一部支
給のいずれかに決定されます。

�������

　次のいずれかに該当する児童（１８歳に達した年度末まで）を育てる母または養育者に支給されます。

　父母の離婚・父の死亡・父の生死不明・父が重度の障害・父が１年以上遺棄または拘禁・母が婚姻によらな

いで生れた児童。ただし、公的年金を受給していない等の支給要件及び所得制限があります。

　請求期間は支給要件に該当するに至った日から５年以内です。

�������	
��
�
　お父さんに限定しているわけではありません。その家庭において、
その子どもに対する受給資格の要件に最もあう方が児童手当の申請を
することになります。
��������	
�
　住所地の市（区）役所、町村役場の窓口（公務員の場合は勤務先）
「認定請求書」等の提出が必要です。
�������	
��
��
　毎年２月・６月・１０月にそれぞれの月の１５日に前月分までまとめて
もらえます。※１５日が土曜日、日曜日、祝祭日に当たるときは、その
前日で金融機関の営業日の支払となります。
�������	
��
�
　「認定請求書」に振込み口座名等を記入する欄がありますので記入
することにより振り込まれます。

�����
○支給期間　　
　生れた日の翌月から、１２歳になって最初の３月末ま
でもらえます。（１２歳に到達後最初の年度末まで）
○支給対象
　最初の子どもからもらえます。
○支給金額
　最初の子ども……………… ５，０００円（月額）
　２人目の子ども…………… ５，０００円（月額）
　３人目以降の子ども………１０，０００円（月額）
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み
な
さ
ん「
８
０
２
０
運
動
」

は
ご
存
知
で
す
か
。
厚
生
労
働

省
が
平
成
元
年
に
提
唱
し
た
も

の
で
、「　

歳
に
な
っ
て
も　

８０

２０

本
以
上
の
自
分
の
歯
を
持
ち
続

け
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て

楽
し
い
生
活
を
送
ろ
う
」
と
い

う
願
い
を
込
め
た
運
動
で
す
。

し
か
し
現
状
は　

歳
以
上
に
な

４０

る
と
だ
ん
だ
ん
歯
が
失
わ
れ　
６０

歳
で　

本
、　

歳
で　

本
、　

２２

７０

１４

８０

歳
で
は
８
本
に
ま
で
減
っ
て
い

ま
す
。
歯
の
健
康
を
守
り
、
自

分
の
歯
で
物
を
食
べ
ら
れ
る
こ

と
は
高
齢
化
社
会
を
豊
か
に
過

す
た
め
の
重
要
な
要
素
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
健
康
な
歯
で

「
噛
む
」
こ
と
は
、
脳
の
活
性

化
や
肥
満
予
防
だ
け
で
な
く
、

認
知
症
や
寝
た
き
り
の
防
止
に

深
く
関
係
す
る
な
ど
、
歯
の
よ

し
あ
し
は
全
身
の
健
康
に
関
す

る
重
要
な
こ
と
で
す
。
自
分
の

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
歯

の
寿
命
を
延
ば

し
、
い
つ
ま
で

も
健
康
な
生
活

を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

　

歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は

む
し
歯
で
す
が
、
歯
周
病
も
む

し
歯
の
次
に
歯
を
失
う
大
き
な

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

　

歳
こ
ろ
か
ら
は
、
歯
周
病
の

４０比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
（
歯
肉
炎
・
歯
周
炎
）

と
は
、
歯
に
付
着
し
て
い
る
歯

垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
の
中
で
細
菌

が
繁
殖
し
歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起

こ
す
病
気
で
す
。
放
置
す
る
と

歯
が
抜
け
落
ち
た
り
、
感
染
巣

か
ら
出
る
毒
素
や
細
菌
に
よ
っ

て
心
臓
病
、
肺
炎
な
ど
を
起
こ

し
た
り
し
ま
す
。
き
ち
ん
と
し

た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
定
期
検
診

で
歯
周
病
を
予
防
・
改
善
し
ま

し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
・
食
べ
た
ら
磨
こ
う
…
食
べ
た

ら
磨
く
の
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

も
し
く
は
夕
食
後
に
時
間
を
か

け
て
１
日
分
の
歯
垢
を
し
っ
か

り
落
と
し
ま
し
ょ
う

・
や
わ
ら
か
く
て
い
ね
い
に
…

ゴ
シ
ゴ
シ
磨
い
て
も
歯
ぐ
き
を

傷
め
ま
す
。
鉛
筆
を
も
つ
よ
う

に
歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
、
毛
先
を

歯
ぐ
き
と
歯
の
間
に　

度
の
角

４５

度
で
あ
て
、
歯
ブ
ラ
シ
を
細
か

く
振
動
さ
せ
や
わ
ら
か
く
丁
寧

に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

・
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
を
使
う
…
磨
き
に
く
い
歯

と
歯
の
間
は
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。
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・
砂
糖
は
歯
周
病
を
起
こ
す
細

菌
の
大
好
物
で
す
。
お
菓
子
や

清
涼
飲
料
水
を
と
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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・
タ
バ
コ
を
吸
う
と
歯
肉
の
炎

症
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
な
ど
の
作
用
に
よ
っ

て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
細

菌
と
戦
う
働
き
が
弱
く
な
る
か

ら
で
す
。
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・
よ
く
噛
む
と
唾
液
が
た
く
さ

ん
出
ま
す
。
唾
液
は
細
菌
を
洗

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

い
流
す
と
と
も
に
、
炎
症
を
起

こ
し
に
く
く
す
る
成
分
を
含
ん

で
い
ま
す
。
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・
ス
ト
レ
ス
は
歯
ぎ
し
り
の
も

と
と
な
り
、
歯
ぎ
し
り
は
歯
周

病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
反

対
に
、
歯
周
病
が
歯
ぎ
し
り
の

も
と
に
も
な
り
ま
す
。
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�
�
�
�
	


�
�

・
歯
周
病
は
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
歯

ぐ
き
の
腫
れ
や
出
血
が
あ
れ
ば

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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・
歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
無
く
、

あ
る
程
度
進
行
し
な
い
と
危
険

信
号
が
出
な
い
病
気
で
す
。
症

状
が
出
て
か
ら
で
は
時
間
も
費

用
も
か
か
り
ま
す
。
手
遅
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
定
期
的
に
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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��������	
�����　　６月８日（木曜日）　午後６時（午後５時３０分・開場）
�����　　鹿部中央公民館・大ホール
�� � �　　桂　　　文　鹿　氏
　　　　　　　　昭和４４年奈良市生まれ。大谷大学文学部卒業後、平成６年師匠、桂文福に入門、桂ちゃん好として

初舞台を踏む。落語家と同時にプロボクシング選手として活躍。２戦２敗の屈辱を背負い平成１２
年の試合を最後にプロボクサー引退。以後、落語家として専念。平成１６年３月、たった１回きりの
第０回桂ちゃん好独演会を開催。

������　１．落語「子ほめ」２．南京玉すだれ　３．落語「はてなの茶碗」４．モップ道楽
　　　　　　　中入り休憩　５．落語「禁酒関所」６．河内にわか
�� � �　　無　料
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��	
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　内容が変更になる場合があります。
������　　６０歳以上の町民（学習希望があれば６０歳以下でも受講可）
������　　鹿部町高齢者生涯カレッジ登録申請書（教育委員会にございます）に必要事項を記入の

上、各単老人クラブ会長又は、公民館窓口に提出して下さい。
�� � � �　　毎月１回（年間９回）の講座を持ち、４単位を取得することとなるが、出席イコール単

位取得となり、学習者手帳に単位取得を証明する押印（スタンプ）する。
�������	
��
�������������������

　

総
合
体
育
館
か
ら
６
月
中
に
開
催
さ
れ
る
教
室
・
大
会
を

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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◆
日　

時　

６
月　

日
（
金
）
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

１６

◆
場　

所　

鹿
部
町
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

◆
対　

象　

高
校
生
以
上
の
町
内
在
住
者
及
び
町
内
職
場
勤

務
者

◆
参
加
料　

無　
　

料

◆
申
込
先　

鹿
部
町
総
合
体
育
館
（
電
話
７－

３
９
８
８
）

◆
締
切
り　

６
月　

日
（
水
）
ま
で

１４

◆
保　

険　

保
険
加
入
す
る
方
は
１
、
５
１
０
円
を
申
込
の

時
に
ご
持
参
下
さ
い

�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�

◆
日　

時　

６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜

１１

◆
場　

所　

鹿
部
町
総
合
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）

◆
対　

象　

小
学
生
：
小
学
３
年
生
〜
小
学
６
年
生（
男
女
）

　
　
　
　
　

中
学
生
：
中
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生（
男
女
）

◆
参
加
料　

無　

料
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
た
い
人
は

５
１
０
円
か
か
り
ま
す
）

◆
申　

込　

参
加
し
た
い
人
は
、
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
６

月
７
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
に
総
合
体
育
館

（
電
話
７－

３
９
８
８
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
	


�

◆
日　

時　

６
月　

日
（
金
）
午
後
６
時
〜

２３

◆
場　

所　

鹿
部
町
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

◆
対　

象　

小
学
生
以
上
の
町
民
・
鹿
部
町
に
勤
務
し
て
い

る
方

◆
参
加
料　

無　

料

◆
部　

門
【
一
般
の
部
】
中
学
生
以
上
６
名
男
女
は
問
わ
な
い

　
　
　
　

【
混
合
の
部
】
小
学
生
４
名
大
人
２
名
男
女
問
わ

な
い

◆
申　

込　

参
加
し
た
い
人
は
、
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
６

月　

日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
総
合
体
育
館

１３
（
電
話
７－

３
９
８
８
）
へ

単　位場　　　所時　　間内　　　容期　　　日
４中央公民館１３：３０～開校式・健康教室６月１２日（月）
４中央公民館１０：００～各地方の方言を考える７月１０日（月）
４七飯町１３：３０～ウォーキング（大沼湖畔周辺）７月３１日（月）
４パークゴルフ場１０：００～パークゴルフに挑戦９月１１日（月）
４青森市７：００～修学旅行１０月３日～（火）
４幼稚園１０：３０～幼稚園児と交流１１月１３日（月）
４中央公民館１０：００～書を楽しむ会１２月１１日（月）
４中央公民館１０：００～くじら汁に挑戦２月１３日（火）
４中央公民館１０：００～押し花に挑戦３月１２日（月）
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ゴミに関するお問合せは　役場民生課環境衛生係
　　　　　　　　　　　　電話７－５２９０
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５
月　

日
、
中
学
１
年
生
が
入
学
を

１１

記
念
し
て
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
こ
の
よ
う
な
作
業
を
す
る
の
は

初
め
て
な
の
で
、
少
し
戸
惑
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
渡
島
東
部
森
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
職
員
の
指
導
を
受
け
、
２
０
０
本

の
ト
ド
マ
ツ
を
植
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
木
」
と
い
う
新
し
い
生
命
を
自
分
達

の
手
で
誕
生
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
喜
び
と
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
、
記
念
植
樹
は
昭

和　

年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
体
験
を
通
じ
て
自
然
の
素
晴

６３
ら
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

４
月　

日
、
鹿
部
公
園
内
の
鹿
部
川

２８

で
、
小
学
１
・
２
年
生
が
「
サ
ケ
の
稚

魚
」
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
体
験
学
習
の
一
貫
と

し
て
、
子
ど
も
達
に
命
の
尊
さ
と
自
然

界
を
生
き
抜
く
力
強
さ
を
学
び
取
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
（
社
団
）

北
海
道
サ
ケ
・
マ
ス
増
殖
稚
魚
協
会
鹿

部
ふ
化
場
・
鹿
部
漁
業
協
同
組
合
の
協

力
を
い
た
だ
き
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

児
童
は
、「
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
！
」
な
ど
と
声

を
か
け
な
が
ら
サ
ケ
の
稚
魚
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

�������	
��
���

　リサイクル会では、毎週土曜日にリサイ
クルショップを開催していましたが、今年
度はこれを行わず、町の行事に合わせて年
３，４回、出店者を募り、町民参加型のフ
リーマーケットを実施することとしました。
　これに伴い、今まで行っていた衣類等の
回収は行いませんので、これらの衣類はフ
リーマーケット開催時まで保管して出店く
ださい。
　フリーマーケットの詳細は、開催日が決
まり次第お知らせします。

　なお、「プルタブ」「牛乳パック」の収集
は今後も行っていきますので、ぜひお持ち
寄り下さい。ご協力お願いします。

　連絡先：鹿部リサイクル会　
　　　　　　　　　（ＴＥＬ　７－２０６４）
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現
在
、
国
内
に
は
約　

万
人

２４

の
不
法
滞
在
外
国
人
が
い
る
と

言
わ
れ
、
平
成　

年
中
に
警
察

１７

等
で
は
、
１
８
、
３
３
０
件
、

１
６
、
８
４
９
人
を
検
挙
し
て

お
り
ま
す
。
不
法
滞
在
者
が
犯

罪
組
織
を
形
成
し
、
凶
悪
化
、

全
国
へ
の
拡
散
化
と
い
っ
た
傾

向
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
治

安
悪
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

来
日
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の

発
生
は
近
年
ま
す
ま
す
増
加
し

て
お
り
、
当
町
で
い
つ
こ
の
よ

う
な
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
が
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
犯
罪
か
ら
皆
さ
ん
の
住

む
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
の
「
目
」
や
「
耳
」

に
よ
る
協
力
が
絶
対
に
必
要
で

す
。

　

不
審
外
国
人
の
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
森
警
察
署
へ
、
緊
急

の
場
合
は
１
１
０
番
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

森
警
察
署

０
１
３
７
４－

２－

０
１
１
０

� � � � � � �
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平
成　

年
度
か
ら
渡
島
管
内

１６

　

市
町
が
構
成
団
体
と
な
り
、

１０市
町
単
独
で
は
徴
収
が
困
難
な

滞
納
事
案
を
引
き
受
け
、
市
町

税
の
滞
納
整
理
を
専
門
に
行
う

一
部
事
務
組
合
が
設
立
・
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、　

件
の

１９

滞
納
事
案
を
依
頼
し
、
専
門
職

員
に
よ
り
、
預
貯
金
、
給
与
及

び
生
命
保
険
の
差
押
さ
え
等
の

強
制
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
当
町
の
収
納

１７

状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
の
最
終
合

格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

　

採
用
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受
験
資
格

昭
和　

年
４
月
２
日
〜

６１

　

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

受
験
申
込
期
間

平
成　

年
６
月　

日
（
火
）
〜

１８

２０

　
　
　

平
成　

年
６
月　

日
（
火
）

１８

２７

受
験
申
込
先

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

〒
０
６
０－

０
０
４
２

札
幌
市
中
央
区
大
通
西　

丁
目

１２

第
一
次
試
験

平
成　

年
９
月
３
日
（
日
）

１８

※
合
格
発
表

平
成　

年　

月
５
日
（
木
）

１８

１０

第
二
次
試
験

平
成　

年　

月　

日
（
木
）
〜

１８

１０

１２

　

平
成　

年　

月　

日
（
木
）
ま
で

１８

１０

１９

最
終
合
格
発
表

　

平
成　

年　

月
９
日
（
木
）

１８

１１

問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
二
課

人
事
専
門
官
（
採
用
担
当
）

�
０
１
１－

２
３
１－

５
０
１
１

（
内
線
２
３
１
５
）

　

函
館
税
務
署
（
総
務
課
）

�
０
１
３
８－

３
１－

３
１
７
１

��������			
����������
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　納期限が過ぎておりますので、まだ納めていない方は
至急納めてください。
◎納税の相談は渡島支庁納税課までご連絡ください。

　電話０１３８－４７－９４０３
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山
菜
採
り
に
伴
う
事
故
防
止

に
つ
い
て
、
例
年
５
月
〜
６
月

に
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
春
は
、　

件
の
事
故

５７

が
発
生
し
、　

名
が
遭
難
、
う

６３

ち
７
名
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
に
入
る
と
き
は
、
次
の
心

構
え
５
か
条
を
確
認
し
、
山
で

の
事
故
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

一　

行
き
先
を
必
ず
家
族
等
に

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

二　

単
独
で
の
入
山
は
出
来
る

だ
け
や
め
ま
し
ょ
う

三　

目
立
つ
服
装
等
に
配
意
し

ま
し
ょ
う

四　

通
信
手
段
（
携
帯
電
話
、

無
線
機
等
）
や
笛
、
ラ
ジ
オ
、

非
常
食
、
テ
ー
プ
、
懐
中
電

灯
等
を
携
行
し
ま
し
ょ
う

五　

迷
っ
た
ら
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う

１６年度１７年度
１９件１９件依頼件数

２４，９２０，０３９１６，７３８，７０２依頼滞納額
 ３，８５４，５９２ ８，１４５，４８６収納額
　　 １５．４７　　 ４８．６６収納率

　平成１８年度も引続き１７件を依頼しており、財
産、預貯金、給与の差押さえなど滞納整理のた
めの強制執行を行っておりますので、滞納され
ている方々は、納税に対しご協力をお願いしま
す。
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　森警察署管内では、４月に入り刑法犯の発生件数が－８件と２ヶ月連続で減少傾向となりましたが逆
に侵入窃盗犯の発生件数は前年比＋４件と増加しました。
　増加した侵入窃盗の中には、無施錠で被害に遭っている状況が見受けられますので、外出又は不在に
する場合は必ず施錠しましょう。
　地域のみなさん、これからも防犯意識を向上させ「犯罪のないまちづくり」をしていきましょう。
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　・深夜早朝のお出かけは気を付けて！眠くなったら休憩を！
　・スピードダウン～無理のない運行計画を！
　・全員がシートベルト
　　～シートベルトは命綱！同乗者全員が着用を！
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窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

１件０件１件０件１件町　内
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物損事故傷者数死者数発生件数

７件１人０人１件町　内
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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と

き
に
は
、
函
館
社
会
保
険
事
務
所

又
は
役
場
へ
自
分
で
届
出
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
届
出
は
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
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農
業
、
自
営
業
、
学
生
、
勤
め

て
い
て
も
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
方
が
二
十
歳
に
な
っ

た
と
き
は
、��
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
。
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六
十
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な

ど
を
退
職
し
た
と
き
又
は
勤
め
を

や
め
て
国
民
年
金
被
保
険
者
の
配

偶
者
と
な
っ
た
と
き
は
、��
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


。
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収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者

で
な
く
な
っ
た
と
き
（
パ
ー
ト
収

入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た

と
き
）
は
、
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
は
、��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
。

※
な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校
な

ど
に
勤
め
て
い
る
方
と
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
勤

務
先
で
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
自
分
で
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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平成１８年４月３０日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８２３世帯（－４）
　男　　２，３５９ 人 （－２９）
　女　　２，４８３ 人 （－１９）
　計　　４，８４２ 人 （－４８）

●６５歳以上の人口 １，０８７人
　高齢化率　　　　２２．４％
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佐　

藤　

キ　

ヨ
さ
ん

吉　

岡　

雅　

裕
さ
ん

有　

田　

ミ
ツ
江
さ
ん ��

�
九
四
歳

四
三
歳

六
三
歳 �

�本
別

宮
浜

宮
浜
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�
�
�
�
�
�
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熊　

川　

か
れ
ん
ち
ゃ
ん

平　

井　
 
夢 　
 
佳 
ち
ゃ
ん

ゆ
め 

か

�
�
�

直　

士

康　

之 �
�大

岩
宮
浜
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


